
 開催概要

開催概要

 日時： 2025年12月10日（水）18:30〜20:30

 会場： シティプラザ 中会議室

〒830-0031 福岡県久留米市六ツ門町８−１

 参加費： 無料

 事前申し込み： 不要

 参加方法： 会場参加 または オンライン(Zoom)

 主催： 久留米市コミュニティ防災教育推進協議会

 お問い合わせ

お問い合わせ

 担当：堀江　（久留米市コミュニティ防災教育推進協議会　事務局）

TEL: 0805-257-4933

 オンライン参加方法（Zoom）

オンライン参加方法

 ミーティングID： 841 6356 4764

 パスコード： 251659

 参加手順：

1. Zoomアプリをダウンロード・インストール

2. ミーティングIDを入力

3. パスコードを入力

4. お名前を入力して参加

 この集まりは？

災害が起きたとき、命を守る力は「防災」の知識だけでは十分ではありません。 高齢者、障がいのある方、子ども、外国人、妊産婦、そして

地域の誰もが “安心して助け合える環境をつくる”こと—— それは、福祉の視点なしには語れないテーマです。

 今回のテーマのポイント

① 防災と福祉をつなぐと、地域の"見え方"が変わる

災害時に本当に困るのは誰か？現場で起きている"リアルな課題"を通じて、地域に必要なサポートの全体像が見えてきます。

② ひとりひとりの専門性‧経験が"地域力"になる

行政‧福祉‧医療‧学校‧企業‧自治会‧市民——どの立場にも「その人だからできる役割」があります。あなたの知恵が、地域の助

け合いを強くします。

③ 今日からできる"地域活動のヒント"が見つかる

事例を聞いて終わり、ではなく、「明日から自分の地域で何ができるか？」を一緒に考えます。

 プログラム（2時間）

前半：事例報告（20分×2名）

1. 大門 大朗 氏（福知山公立大学） ― 福祉事業所が防災に取り組む意味と実践事例

2. 矢野 井史 氏（竹野校区まちづくり振興会 副会長／防災リーダー） ― 住民主体でつくる地域防災の現在地と可能性

後半：ディスカッション（50分）

専門家の進行のもと、「防災×福祉で考える、地域の"これから"」「自分の立場で、まず何ができるのか」を参加者同士で対話し、アイデアを整理しま

す。

（ファシリテーター：九州大学‧杉山高志先生）

防災×福祉で考える地域活動
― 防災と福祉から考える「あなた」にできること ―
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